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モ
ル
ト
マ
ン（J. M

oltm
ann

）の
三
位
一
体
論

金　
　

明　

容

高　

萬
松
・
訳

《
訳
者
解
説
》

ソ
ウ
ル
長
老
会
神
学
大
学
校
元
総
長
・
李
鐘
聲
（
一
九
二
二
―
二
〇
一
一
）
は
『
三
位
一
体
論
』（
一
九
九
一
年
）
と
い
う

著
書
に
お
い
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
神
学
に
つ
い
て
二
五
頁
を
割
い
て
い
る
）
1
（

。
そ
こ
で
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論

に
対
す
る
評
価
と
し
て
九
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
対
し
て
概
ね
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
。

本
翻
訳
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
学
方
法
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
鐘
聲
に
よ
れ
ば
モ
ル
ト
マ
ン
の
神
学

方
法
は
、『
テ
オ
リ
』（T

heorie

）
か
ら
『
プ
ラ
ク
シ
ス
』（Praxis

）
に
行
く
伝
統
的
方
法
を
捨
て
、
そ
れ
と
は
反
対
の
方
法
、

つ
ま
り
『
プ
ラ
ク
シ
ス
』
か
ら
『
テ
オ
リ
』
に
行
く
方
法
を
取
っ
て
い
る
）
2
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
神
学
に
お
け
る
「
実
存
的
な
性
格
」

は
、
モ
ル
ト
マ
ン
自
身
の
言
葉
に
従
え
ば
妥
当
性
に
満
ち
て
い
る
。
と
い
う
の
は
モ
ル
ト
マ
ン
が
『
神
学
的
思
考
と
諸
経
験
』

の
冒
頭
で
、「
神
学
的
実
存
」
の
意
味
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
）
3
（

。
上
記
九
つ
の
評
価
に
お
い
て
李
鐘
聲
は
モ
ル
ト
マ
ン

神
学
を
概
ね
高
く
評
価
し
つ
つ
、「
こ
の
よ
う
に
長
所
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
モ
ル
ト
マ
ン
に
欠
如
し
て
い
る
の
は
、三
・
一
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論
の
論
理
的
根
拠
を
提
示
し
て
い
な
い
」
こ
と
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
）
4
（

。

本
翻
訳
の
原
論
文
の
著
者
・
金
明
容
は
李
鐘
聲
の
次
世
代
の
神
学
者
で
あ
る
。
前
述
の
「
実
存
的
」
方
法
論
に
注
目
し
て
見

れ
ば
、
本
紀
要
五
四
号
の
金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

oltm
ann

）
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」
に
お
い
て
も
論
じ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
金
明
容
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
お
け
る
「
神
学
の
実
践
性
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
）
5
（

。
本
翻
訳
の
第
五

章
の
冒
頭
で
「
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
、
そ
れ
自
体
で
三
位
一
体
神
学
の
歴
史
に
大
き
な
分
か
れ
道
を
作
っ
た

と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
実
践
的
領
域
に
お
い
て
も
影
響
力
が
大
き
い
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
翻
訳
に
お

い
て
も
モ
ル
ト
マ
ン
に
お
け
る
「
神
学
の
実
践
性
」
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

今
回
は
、
長
老
会
神
学
大
学
校
教
授
論
文
集
で
あ
る
『
長
神
論
壇
』（
第
一
七
集
、
二
〇
〇
一
年
）
所
収
の
論
文
「
モ
ル

ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
」
を
、
著
者
の
許
諾
の
下
で
翻
訳
し
た
）
6
（

。
翻
訳
に
あ
た
り
、
外
国
語
に
対
す
る
訳
語
が
日
韓
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
あ
ま
り
に
も
多
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
韓
国
の
中
で
も
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
見
ら
れ
て
い
る

が
、
同
じ
漢
字
圏
に
お
け
る
日
・
韓
の
間
で
の
訳
語
の
選
択
は
さ
ら
に
難
し
い
。
例
え
ば
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
（una 

substantia

―tres personae

）
と
い
う
言
葉
に
対
す
る
訳
語
で
あ
る
。
韓
国
の
神
学
者
た
ち
に
お
い
て
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い

傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
李
鐘
聲
は
そ
れ
を
「
一
つ
の
本
体
と
三
つ
の
位
格
」（
하
나
의
본
체
와
세
위
격
）
と
訳
し
て
い
る
）
7
（

。

本
翻
訳
の
基
と
な
る
韓
国
語
論
文
で
は
「
一
つ
の
本
体
と
三
つ
の
役
割
」（
하
나
의
본
체
와
세
가
지
역
활
）
と
な
っ
て
い
る
）
8
（

。

そ
し
て
モ
ル
ト
マ
ン
の
弟
子
で
元
延
世
大
学
の
組
織
神
学
教
授
・
金
均
鎭
は
「
一
つ
の
実
体
―
三
つ
の
品
格
」（
하
나
의
실
체

와
세
품
격
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
）
9
（

。
反
面
、
邦
訳
で
は
「
一
つ
の
実
体
―
三
つ
の
位
格
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。
こ
れ
以

外
に
も
、
ド
イ
ツ
語
に
対
す
る
日
・
韓
両
国
の
表
現
の
違
い
が
あ
っ
て
、
本
翻
訳
で
は
で
き
る
限
り
両
方
を
「
原
注
」
に
付
記

し
て
示
す
こ
と
と
し
た
。
訳
者
の
補
語
は
﹇　
　

﹈
を
付
し
て
示
し
た
。
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注

（
1
） 

李
鐘
聲
『
三
位
一
体
論
』
大
韓
基
督
教
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
六
五
七
―
六
八
一
頁
。

（
2
） 

同
上
書
、
六
七
九
頁
。

（
3
） 

J
・
モ
ル
ト
マ
ン
、
沖
野
政
弘
訳
『
神
学
的
思
考
の
諸
経
験
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
二
八
頁
。

（
4
） 

李
鐘
聲
、
前
掲
書
、
六
八
二
頁
。

（
5
） 

金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

oltm
ann

）
神
学
の
貢
献
と
論
争
点
」、
高
萬
松
訳
、『
聖
学
院
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
』
五
四
号
、

二
〇
一
三
年
、
二
四
二
―
二
六
六
頁
。

（
6
） 

金
明
容
「
モ
ル
ト
マ
ン
（J. M

oltm
ann

）
の
三
位
一
体
論
」、『
長
神
論
壇
』
第
一
七
集
、
二
〇
〇
一
年
、
一
五
九
―
一
八
五
頁
。

（
7
） 

李
鐘
聲
、
前
掲
書
、
六
八
〇
頁
。

（
8
） 

金
明
容
は
こ
の
訳
語
に
モ
ル
ト
マ
ン
の
思
想
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
原
注
3
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
） 

J
・
モ
ル
ト
マ
ン
、
金
均
鎭
訳
『
神
学
の
方
法
と
形
式
』
大
韓
基
督
教
書
会
、
二
〇
一
一
年
、
三
四
一
頁
。

（
10
） 

J
・
モ
ル
ト
マ
ン
、
土
屋
清
訳
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』
新
教
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
、
二
三
〇
頁
。
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一
、
序

韓
国
の
多
数
の
信
徒
た
ち
は
、
三
位
一
体
論
が
人
の
理
解
で
き
な
い
神
的
な
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
神
が
三
つ
で
あ
り
な

が
ら
一
つ
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
三
位
一
体
論
は
人
間
の
理
性
の
限
界
を
超
え
て
い
る
三
つ
が
一
つ
と
な
り
、
一
つ
が
三
つ
と
な
る

と
い
う
神
の
存
在
の
神
秘
で
あ
る
の
で
、
人
間
の
理
性
が
こ
れ
を
把
握
し
説
明
す
る
こ
と
は
根
本
的
に
無
理
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
三

位
一
体
論
は
本
当
に
一
つ
が
三
つ
と
な
り
、
三
つ
が
一
つ
と
な
る
と
い
う
、
理
性
で
理
解
で
き
な
い
何
か
を
説
明
す
る
教
理
で
あ
っ
た
ろ
う

か
。モ

ル
ト
マ
ン
（J. M

oltm
ann

）
は
一
九
八
〇
年
『
三
位
一
体
と
神
の
国
（T

rinität und R
eich G

ottes

）』
と
い
う
）
1
（

、
二
〇
世
紀
後
半
で

三
位
一
体
論
研
究
に
お
け
る
不
朽
の
名
作
を
出
版
し
、
到
底
理
解
で
き
な
か
っ
た
三
位
一
体
論
に
画
期
的
な
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
以

降
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
九
九
一
年
『
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
』（In der G

eschichte des dreieinigen G
ottes

）
を
出
版
し
）
2
（

、『
三
位
一
体
と

神
の
国
』
と
い
う
著
書
で
そ
の
骨
組
み
が
表
れ
た
彼
の
三
位
一
体
論
を
さ
ら
に
豊
か
に
し
、
彼
の
三
位
一
体
論
を
完
成
さ
せ
た
。
モ
ル
ト
マ

ン
の
三
位
一
体
論
は
今
日
の
世
界
神
学
界
の
三
位
一
体
論
研
究
の
発
展
の
契
機
と
な
り
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
三
位
一
体
論
を
理
解
で
き
る

三
位
一
体
論
に
変
え
た
。
で
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
三
位
一
体
論
の
核
心
的
骨
組
み
の
内
容
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
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二
、
三
位
で
あ
る
神

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
お
い
て
神
の
三
位
と
は
神
が
三
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
神
は
御
父
と
御
子
と
聖
霊
と
お
ら
れ
る
の

で
、
神
は
三
つ
で
あ
る
。
神
が
三
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
今
日
の
西
方
教
会
神
学
の
伝
統
に
立
つ
多
く
の
教
会
と
多
く
の
信
者
た
ち
を
当

惑
さ
せ
る
言
葉
で
あ
る
と
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
は
確
か
に
三
つ
で
あ
り
、
正
し
い
三
位
一
体
論
は
こ
の

三
つ
の
神
々
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
。

西
方
教
会
神
学
は
一
般
的
に
神
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す
る
。
西
方
教
会
の
三
位
一
体
神
学
の
礎
を
築
い
た
テ
ル
ト
ゥ
リ

ア
ヌ
ス
（Tertullian

）
は
三
位
一
体
の
図
式
を
「
一
つ
の
本
体
と
三
つ
の
役
割
」（una substantia

―tres personae

）
と
定
義
し
た
。
モ

ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
図
式
は
最
も
様
態
論
的
傾
向
を
持
つ
図
式
で
間
違
っ
た
も
の
で
あ
る
）
3
（

。
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ

ス
の
図
式
で
役
割
の
意
味
を
持
つ
「
ペ
ル
ゾ
ナ
」（persona

）
は
、
今
日
の
ラ
テ
ン
語
で
は
人
格
を
持
つ
個
体
を
意
味
し
て
い
る
が
、
テ
ル

ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
時
代
に
は
人
格
を
持
つ
個
体
の
意
味
よ
り
む
し
ろ
舞
台
の
上
で
俳
優
た
ち
が
役
割
を
演
じ
る
時
に
「
ペ
ル
ゾ
ナ
」
と
い
う
単

語
を
用
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
単
語
は
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
時
代
﹇
に
用
い
ら
れ
た
﹈
の
人
格
を
持
つ
個
体
よ
り
、
仮
面
あ
る
い
は
役
割

と
訳
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
は
神
が
一
人
で
一
つ
の
本
体
を
持
つ
お
方
で
、
こ
の
一
つ
の
本
体
が
三
つ
の
顔
と
し

て
現
れ
る
と
い
う
意
味
と
理
解
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
思
考
は
様
態
論
異
端
に
相
当
に
近
づ
い
て
お
り
、
こ

れ
を
批
判
し
た
モ
ル
ト
マ
ン
の
論
は
正
当
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

西
方
教
会
の
三
位
一
体
論
の
体
系
を
ほ
と
ん
ど
形
づ
く
っ
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

ugustinus

）
は
神
の
三
位
と
い
う
こ
と
を
関
係

（R
elation

）
と
理
解
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
御
父
、
御
子
、
聖
霊
が
個
体
で
既
に
存
在
し
て
い
て
、
個
体
で
存
在
し
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て
い
る
三
つ
が
あ
る
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
た
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
神
が
自
分
の
中
で
の
分
離
を
通
し
て
相
互
間
の
関
係
を
結
ん
で

い
る
時
﹇
の
意
味
で
﹈、
そ
れ
が
御
父
、
御
子
、
聖
霊
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
既
に
存
在
し
て
い
る
個
体
性
が

抜
け
て
関
係
の
み
残
っ
て
い
る
三
位
一
体
神
学
は
、
一
神
論
の
変
種
に
す
ぎ
ず
、
間
違
っ
た
三
位
一
体
論
で
あ
る
。

二
〇
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
を
代
表
す
る
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
（K

. B
arth

）
と
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ナ
ー
（K

. R
ahner

）

の
三
位
一
体
論
も
、
や
は
り
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
様
態
論
的
傾
向
を
持
つ
誤
っ
た
三
位
一
体
論
で
あ
る
）
4
（

。
バ
ル
ト
の
三
位
一
体
の
図
式

で
あ
る
「
一
つ
の
人
格
体
―
三
つ
の
存
在
様
態
」（1 Person

―3 Seinsw
eise

）
に
お
い
て
「
三
つ
の
存
在
様
態
」
は
結
局
一
人
の
神
の
存

在
の
仕
方
が
三
つ
だ
と
い
う
意
味
な
の
で
様
態
論
の
批
判
を
免
れ
が
た
い
。
ラ
ー
ナ
ー
の
三
位
一
体
の
図
式
「
一
つ
の
人
格
体
―
三
つ
の
存

在
様
態
」（1 Person

―3 Subsistenzw
eise

）
も
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
が
既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
一
つ
の
本
体
が
三
つ
の
顔
と
し
て
現

れ
る
と
い
う
意
味
と
類
似
し
て
い
る
も
の
で
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
の
三
位
一
体
神
学
の
繰
り
返
し
に
す
ぎ
な
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
西
方
教
会
の
三
位
一
体
論
の
根
本
的
誤
謬
は
、
神
が
一
つ
で
あ
る
と
固
く
信
じ
、
一
つ
の
神
か
ら
出
発
し
て
三
つ

の
神
々
の
姿
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
誤
っ
た
出
発
に
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
が
一
人
で
あ
る
と
い
う
前
提
は
哲
学
的
前
提
で
あ
り

自
然
神
学
的
前
提
で
あ
る
が
、
非
聖
書
的
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
に
基
づ
い
た
思
索
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
正
し
い

三
位
一
体
論
を
展
開
す
る
た
め
に
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
の
歴
史
に
基
づ
い
て
、
徹
底
的
に
聖
書
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
歴
史
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
神
は
一
つ
で
は
な
く
三
つ
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

イ
エ
ス
が
洗
礼
を
受
け
る
場
面
で
は
既
に
三
位
一
体
を
構
成
す
る
神
の
三
つ
の
姿
が
明
確
に
表
れ
る
。「
イ
エ
ス
は
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
る

と
す
ぐ
、
水
か
ら
上
が
ら
れ
た
。
す
る
と
、
見
よ
、
天
が
開
け
、
神
の
御
霊
が
は
と
の
よ
う
に
自
分
の
上
に
下
っ
て
く
る
の
を
、
ご
ら
ん
に

な
っ
た
。
ま
た
天
か
ら
声
が
あ
っ
て
言
っ
た
、『
こ
れ
は
わ
た
し
の
愛
す
る
子
、
わ
た
し
の
心
に
か
な
う
者
で
あ
る
』」（
マ
タ
イ 

三
・
一
六

―
一
七
、
口
語
訳
）。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
新
約
聖
書
は
御
父
と
御
子
と
聖
霊
、
す
な
わ
ち
、
神
の
三
つ
の
姿
を
明
白
に
示
し
て
く
れ
る
。

イ
エ
ス
は
天
に
お
ら
れ
る
神
に
祈
り
、
ゲ
ッ
セ
マ
ネ
の
園
で
は
「
わ
た
し
の
思
い
の
ま
ま
に
で
は
な
く
、
み
こ
こ
ろ
の
ま
ま
に
な
さ
っ
て
下
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さ
い
」（
マ
タ
イ 

二
六
・
三
九
）
と
祈
っ
た
。
御
父
の
神
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
異
な
る
方
で
あ
る
。
新
約
聖
書
は
、「
父
と
子
と
聖
霊

と
の
名
に
よ
っ
て
、
彼
ら
に
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
す
」（
マ
タ
イ 

二
八
・
一
九
）
と
命
じ
、
こ
の
三
位
の
神
の
名
に
よ
っ
て
洗
礼
を
施
し
た
場

が
三
位
一
体
神
学
の
場
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
西
方
教
会
の
神
学
と
は
違
っ
て
相
対
的
に
、
東
方
教
会
の
神
学
は
神
の
三
つ
な
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
モ

ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
東
方
教
会
の
三
位
一
体
神
学
は
一
つ
の
神
か
ら
出
発
せ
ず
、
三
位
の
神
か
ら
出
発
す
る
神
学
で
あ
っ
た
。
東
方
教
会
の

三
位
一
体
の
図
式
で
あ
る
「
一
つ
の
ウ
シ
ア
―
三
つ
の
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
」（1 ousia

―3 hypostasis

）
で
「
ヒ
ュ
ポ
ス
タ
シ
ス
」
は
独
立

し
た
個
体
を
意
味
す
る
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
見
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
東
方
教
会
は
神
の
三
つ
な
る
こ
と
を
自
然
に
受
け
入
れ
て
お
り
）
5
（

、
こ
の

三
位
の
神
が
ど
う
し
て
一
つ
か
と
い
う
問
い
に
お
い
て
三
位
一
体
論
が
形
成
さ
れ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
東
方
教
会
の
三
位
一
体
論

が
西
方
教
会
の
三
位
一
体
論
よ
り
聖
書
的
で
あ
り
、
真
理
を
多
く
含
ん
で
い
る
三
位
一
体
論
で
あ
る
。

三
、
三
位
の
神
の
一
体
性

三
位
の
神
の
一
体
性
を
理
解
す
る
時
に
、
ま
ず
間
違
っ
た
こ
と
を
直
す
必
要
が
あ
る
。
既
述
の
よ
う
に
、
神
を
一
人
と
前
提
し
神
の
三
つ

な
る
こ
と
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
三
位
の
神
の
一
つ
な
る
こ
と
が
、
神
の
一
つ
だ
と
い
う
前
提
に
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
様
態
論
的
傾
向
を

持
つ
間
違
っ
た
認
識
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
つ
の
人
格
的
神
が
三
つ
の
頭
を
携
え
て
い
る
体
と
連
想
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
る
。
三
位
の
神
の
一
体
性
を
理
解
す
る
と
き
に
、
も
う
一
つ
の
誤
っ
た
認
識
は
、
神
が
三
つ
で
あ
る
と
同
時
に
一
つ
だ
と
告
白
す
る
仕

方
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
が
三
つ
で
あ
り
一
つ
と
告
白
す
る
最
近
の
代
表
的
神
学
者
は
グ
レ
ス
ハ
ー
ケ
（G

. G
reshake

）
で

あ
る
）
6
（

。
グ
レ
ス
ハ
ー
ケ
は
『
ひ
と
り
の
三
一
の
神
』（D

er dreieine G
ott

）
と
い
う
本
を
一
九
九
七
年
に
出
版
し
て
い
る
）
7
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
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に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
思
考
の
仕
方
は
神
の
一
つ
な
る
こ
と
を
三
位
の
神
の
個
体
的
人
格
性
と
同
じ
次
元
に
置
く
も
の
な
の
で
、
間
違
っ
て

い
る
）
8
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
三
位
の
神
の
一
体
性
は
御
父
と
聖
霊
が
御
子
と
共
に
い
て
﹇
御
子
の
﹈
内
に
お
り
、
御
父
と
御
子
が
聖
霊
と

共
に
い
て
﹇
聖
霊
の
﹈
内
に
お
り
、
ま
た
聖
霊
と
御
子
が
御
父
の
内
に
お
り
﹇
御
父
と
﹈
共
に
い
る
三
つ
の
神
々
の
「
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
」

（perichoresis
）
的
な
生
の
内
に
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
）
9
（

。

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
イ
エ
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
わ
た
し
を
見
た
者
は
父
を
見
た
の
で
あ
る
」。「
わ
た
し
と
父
と
は
一

つ
で
あ
る
」。「
わ
た
し
が
父
の
内
に
お
り
、
父
が
わ
た
し
の
内
に
お
ら
れ
る
（
ヨ
ハ
ネ 

一
四
・
九
、
一
〇
・
三
〇
、
一
四
・ 

一
一
）。「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」、「
私
た
ち
」
と
「
私
た
ち
を
」
と
い
う
表
現
が
理
解
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
と

父
な
る
神
は
人
格
的
に
互
い
に
向
か
っ
て
関
係
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
と
父
な
る
神
の
一
体
性
﹇
韓
国
語
で
は
、
統
一
性
﹈
は
、

前
提
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
相
互
内
住
を
通
じ
て
、
イ
エ
ス
と
父
な
る
神
御
自
身
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
一
体
性
の
相

互
内
住
﹇
韓
国
語
で
は
、
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
﹈
的
な
か
た
ち
が
、
唯
一
考
え
る
こ
と
の
で
き
る
三
位
一
体
の
神
の
一
体
性
の
三
位

一
体
的
理
解
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
の
神
が
一
つ
な
る
こ
と
が
三
位
一
体
で
は
な
く
、
三
位
の
神
が
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
（
循
環
あ
る
い
は
浸
透
）
的

存
在
の
仕
方
を
通
し
て
相
手
の
内
に
浸
透
し
て
お
ら
れ
、
相
手
と
共
に
お
ら
れ
る
三
位
の
神
の
独
特
な
生
の
姿
を
説
明
す
る
こ
と
が
三
位
一

体
論
で
あ
る
。
神
が
神
と
な
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
こ
の
三
位
の
神
の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
的
な
生
に
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
神
の

こ
の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
的
生
を
さ
ら
に
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
）
10
（

。
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ニ
カ
イ
ア
信
仰
告
白
が
言
う
よ
う
に
、
神
的
な
人
格
は
互
い
と
共
に
（m

iteinander

）
存
在
し
、
一
緒
に
互
い
に
拝
ま
れ
尊
重

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
自
分
の
人
格
的
独
特
性
を
除
け
ば
全
て
を
共
有
す
る
。
神
的
な
人
格
は
互
い
の
た
め
に
（füreinander

）

存
在
す
る
。
父
は
子
の
た
め
に
存
在
し
、
子
は
父
の
た
め
に
存
在
し
、
聖
霊
は
父
と
子
の
た
め
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
互
い

の
た
め
に
完
全
な
代
理
を
遂
行
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
は
結
局
互
い
の
内
で
（ineinander

）
存
在
す
る
。
フ
ロ
ー
レ
ン
ス

公
議
会
は
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の
一
致
の
ゆ
え
に
父
は
全
的
に
子
の
内
に
お
り
、
全
的
に
聖
霊
の
内
に
い
る
。
そ
し
て
子

は
全
的
に
父
の
内
に
お
り
、
全
的
に
聖
霊
の
内
に
い
る
。
そ
し
て
聖
霊
は
全
的
に
父
の
内
に
お
り
、
全
的
に
子
の
内
に
い
る
」。

こ
れ
ら
は
互
に
浸
透
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
互
い
の
内
に
存
在
し
、
交
互
に
内
住
す
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
一
体
の
神
の
各
々
の
人
格
体
は
、
異
な
る
人
格
体
の
生
の
空
間
で
あ
り
、
安
息
と
喜
び
の
場
で
あ
る
。
そ
れ

と
同
時
に
各
々
の
人
格
体
は
異
な
る
人
格
体
に
お
い
て
自
分
の
真
の
喜
び
と
生
の
意
味
を
得
る
。

ど
の
位
格
﹇
韓
国
語
で
は
人
格
体
﹈
も
御
自
身
の
外
に
、
他
の
二
つ
の
位
格
に
お
い
て
脱
目
的
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

各
位
格
が
御
自
身
か
ら
出
て
行
か
れ
全
く
他
の
位
格
に
お
い
て
現
臨
さ
れ
る
、
完
全
な
愛
の
力
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆

に
、
各
三
位
一
体
の
位
格
は
位
格
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
同
時
に
他
の
両
位
格
に
と
っ
て
の
、
生
活
空
間
を
表
わ
し
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
各
位
格
は
相
互
内
住
に
お
い
て
、
他
の
両
位
格
の
浸
透
・
住
ま
わ
せ
る
こ
と
（circum

insessio

）
の

意
味
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
は
三
位
一
体
の
三
位
格
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
相
互
に
存
在
し
あ
っ
て
い
る
三
つ
の
三
位

一
体
的
空
間
に
つ
い
て
も
同
時
に
語
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
位
格
は
積
極
的
に
二
つ
の
他
の
位
格
に
内
住
し
な
が
ら
、
受

容
的
に
二
つ
の
他
の
位
格
に
空
間
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
時
に
御
自
身
を
与
え
な
が
ら
他
を
受
容
し
て
い
る
。
神
の
存

在
は
位
格
的
に
現
―
存
在
で
あ
り
、
社
会
的
共
―
存
在
で
あ
り
、
相
互
内
在
的
﹇
韓
国
語
で
は
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
的
﹈
に
理
解
さ
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れ
る
内
―
存
在
で
あ
る
）
11
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
の
神
は
深
い
愛
の
力
で
他
の
人
格
体
と
共
に
お
ら
れ
、
ま
た
他
の
人
格
体
の
内
に
お
ら
れ
な
が
ら
一
つ
と
な

る
。
そ
し
て
こ
の
深
い
愛
の
交
わ
り
の
中
で
三
位
の
神
の
各
人
格
体
は
自
分
の
存
在
を
見
つ
け
る
。「
三
位
一
体
の
位
格
は
自
己
な
き
愛
の

力
に
よ
っ
て
、
互
い
の
中
で
御
自
身
へ
と
至
る
。
子
と
霊
に
お
い
て
父
は
御
自
身
へ
と
至
り
、
御
自
身
を
父
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
父
と
霊

に
お
い
て
御
子
は
御
自
身
へ
と
至
り
、
御
自
身
を
子
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
父
と
子
に
お
い
て
聖
霊
は
御
自
身
へ
と
至
り
、
御
自
身
を
霊
と

し
て
意
識
さ
れ
る
）
12
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
が
三
位
の
神
の
一
体
性
を
形
成
す
る
が
、
同
時
に
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
は
三
位
の

神
の
個
体
性
も
形
成
す
る
）
13
（

。
御
父
も
御
子
と
深
い
愛
の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
に
お
い
て
御
子
と
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
自
分
が
父
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
明
白
に
認
識
し
そ
こ
で
喜
び
を
感
じ
、
御
子
も
御
父
と
の
深
い
愛
の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
に
お
い
て
御
父
の
神
と
一
つ
な
る
こ
と
を
感
じ

る
と
同
時
に
、
自
分
が
子
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
白
に
認
識
し
、
そ
こ
で
喜
び
を
感
じ
る
。
こ
れ
は
聖
霊
の
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
は
三
位
の
神
の
一
つ
な
る
こ
と
を
表
す
概
念
で
あ
る
と
同
時
に
三
位
の
神
の
個
体
性
を
確
立
し
つ
つ
、
神
的
な
生
の
愛

の
交
わ
り
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
神
的
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
的
な
生
に
基
づ
い
た
自
分
の
三
位
一
体
論
を
社
会
的
三
位
一
体
論
（Soziale T

rinitäts-

lehre

）
と
呼
ん
だ
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
東
方
教
会
神
学
の
三
位
一
体
論
も
本
質
的
に
社
会
的
三
位
一
体
論
で
あ
っ
た
。「
東
方
教
会
神

学
も
三
位
一
体
の
神
の
一
体
性
を
交
わ
り
と
理
解
す
る
の
に
問
題
点
は
な
か
っ
た
。
既
に
偉
大
な
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
教
父
た
ち
も
そ
の
よ
う

に
理
解
し
た
）
14
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
東
方
教
会
の
三
位
一
体
神
学
の
教
父
た
ち
は
神
の
一
つ
な
る
こ
と
を
三
位
の
神
の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス

的
な
生
と
交
わ
り
と
理
解
し
、
神
の
体
が
一
つ
な
る
と
か
、
一
つ
の
神
が
三
つ
と
現
れ
る
と
誰
も
考
え
な
か
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば

三
位
の
神
は
一
つ
（einig

）
で
あ
っ
て
、
一
人
（einer

）
で
は
な
か
っ
た
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
社
会
的
三
位
一
体
論
は
神
が
三
つ
で
あ
る
と
前
提
し
、
こ
の
三
位
の
神
が
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
的
仕
方
で
一
つ
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（einig

）
だ
と
説
明
す
る
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
こ
の
三
位
一
体
論
は
モ
ル
ト
マ
ン
が
一
九
七
二
年
に
『
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
神
』（D

er 

gekreuzigte G
ott

）
を
書
い
た
時
に
既
に
そ
の
骨
組
み
が
作
ら
れ
て
お
り
）
15
（

、
一
九
八
〇
年
の
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』（T

rinität und 

R
eich G

ottes

）
を
出
版
し
た
時
に
は
そ
の
体
系
が
明
白
に
な
っ
た
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
の
『
三
位
一
体
と
神
の
国
』
の
出

版
以
降
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
嵐
の
よ
う
な
衝
撃
と
影
響
を
世
界
各
地
に
及
ぼ
し
、
三
位
一
体
神
学
研
究
に
火
を
つ
け
た
。
レ
オ

ナ
ル
ド
・
ボ
フ
（L. B

off

）
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
対
し
て
肯
定
し
）
16
（

、
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
の
三
位
一
体
神
学
の
重
要
性

を
主
張
し
た
。
ミ
ロ
ス
ラ
フ
・
ヴ
ォ
ル
フ
（M

. Volf

）
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
を
教
会
論
に
適
用
し
た
重
要
な
著
述
を
残

し
た
）
17
（

。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
に
対
抗
す
る
批
判
も
登
場
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
に
対
す
る
批
判
は
ほ

と
ん
ど
彼
の
三
位
一
体
論
が
三
神
論
だ
と
い
う
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。
グ
レ
ス
ハ
ー
ケ
（G

. G
reshake

）
は
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体

論
が
三
神
論
的
傾
向
を
持
っ
て
い
る
と
強
く
批
判
し
た
）
18
（

。
し
か
し
な
が
ら
モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
が
三
神
論
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
正
し
い
三
位
一
体
論
で
あ
る
か
は
さ
ら
に
研
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
ま
ず
我
々
は
、
西
方
教
会
の
一
神
論
的
三
位
一
体
論
か
ら
早
く
解
放
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
三
位
一
体
論
が
古
代
教

会
で
一
神
論
異
端
と
の
対
立
の
中
で
形
成
さ
れ
た
教
理
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
古
代
教
会
が
力
強
く
行
っ
た
こ
と
は
、
神
の
三
つ
な
る

こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
説
を
異
端
と
規
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
古
代
教
会
の
正
統
的
諸
信
条
は
神
が
御
父
と
御
子
と
聖
霊

と
し
て
お
ら
れ
、
こ
の
三
位
の
神
が
各
々
同
格
の
神
で
あ
る
と
宣
言
す
る
信
条
で
あ
っ
た
。
三
位
一
体
論
に
お
い
て
西
方
教
会
に
比
べ
て
相

対
的
に
さ
ら
に
高
い
正
統
性
を
携
え
た
東
方
教
会
の
神
学
の
教
父
た
ち
は
神
が
三
つ
で
あ
る
こ
と
を
疑
わ
ず
、
こ
の
東
方
教
会
の
正
統
的
神

学
の
教
父
た
ち
が
彼
ら
の
反
対
者
た
ち
に
よ
っ
て
絶
え
間
な
く
三
神
論
で
批
判
を
受
け
て
い
た
と
い
う
点
は
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
三
位
一
体
論
の
土
台
を
築
い
た
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
神
学
の
教
父
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
神
学
の
教
父
た
ち
が
一
神
論
的
異
端
に
よ
っ
て

三
神
論
者
だ
と
い
う
非
難
を
受
け
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
教
父
た
ち
に
と
っ
て
神
が
三
つ
で
あ
る
と
い
う
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こ
と
と
、三
つ
の
神
々
（3 gods

）
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
は
根
本
的
に
異
な
る
言
葉
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
神
の
三
つ
な
る
こ
と
は
、

一
つ
の
神
の
神
性
に
お
け
る
三
つ
の
実
体
（hypostasis

）、
す
な
わ
ち
、
人
格
体
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

三
位
一
体
論
で
三
位
を
三
つ
の
人
格
体
（3 persons

）
と
表
現
す
る
こ
と
は
正
し
い
が
、
三
つ
の
神
々
（3 gods

）
と
表
現
す
る
こ
と
は
間

違
い
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
）
19
（

。

三
位
一
体
的
神
学
の
討
論
に
お
い
て
、
三
神
論
の
非
難
は
決
し
て
実
質
的
根
拠
を
も
っ
て
い
な
い
。「
三
つ
の
神
々
」
説
を
主

張
し
た
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
は
決
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
非
難
は
古
い
、
ま
ず
最
初
に
ア
リ
ウ
ス
派
の
そ
れ
か

ら
イ
ス
ラ
ム
教
の
、
正
統
な
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
対
す
る
非
難
で
あ
っ
た
。
後
に
こ
の
非
難
は
、
東
方
正
教
会
の
神
学
に
対
す

る
西
方
教
会
の
非
難
に
な
っ
た
。
今
日
の
こ
の
批
判
は
、
自
ら
の
近
代
的
様
態
論
を
隠
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
的

唯
一
神
論
の
展
望
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
し
か
し
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
た
ち
は
――
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
あ
る
い
は
ト

マ
ス
、
バ
ル
ト
あ
る
い
は
ラ
ー
ナ
ー
、
パ
ネ
ン
ベ
ル
ク
あ
る
い
は
グ
レ
ス
ハ
ー
ケ
等
――
キ
リ
ス
ト
の
神
の
子
性
に
固
執
し
神

を
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
」
と
呼
ぶ
か
ぎ
り
、「
三
神
論
者
た
ち
」
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
唯
一
神
を
信
じ
る
人
々
の
眼
に
は
、
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
三
神
論
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
様
態
論
や
こ
れ
と

類
似
な
理
論
を
信
奉
す
る
異
端
た
ち
の
観
点
で
は
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
教
父
た
ち
を
は
じ
め
と
す
る
東
方
教
会
の
三
位
一
体
神
学
者
た
ち
と

モ
ル
ト
マ
ン
は
三
神
論
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
東
西
教
会
の
唯
一
の
正
統
信
条
で
あ
る
ニ
カ
イ
ア
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条

（
三
八
一
年
）
と
聖
書
の
教
え
る
三
位
の
神
に
対
す
る
神
学
的
観
点
で
見
る
と
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
三
神
論
で
は
な
く
、
正
し

い
道
の
上
に
立
つ
三
位
一
体
論
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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四
、
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目

（
1
）
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
は
可
能
で
あ
ろ
う
か

御
父
﹇
で
あ
る
﹈
神
を
父
と
、
聖
霊
﹇
で
あ
る
﹈
神
を
母
と
、
そ
し
て
御
子
﹇
で
あ
る
﹈
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
子
と
表
現
で
き
る
か
と

い
う
問
題
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
お
け
る
興
味
深
い
主
題
で
あ
る
。
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
は
既
に
古
代
教
会
で
東
方
教

会
の
神
学
の
父
た
ち
に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
シ
リ
ア
の
教
父
た
ち
と
、
後
期
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
教
父
た
ち
も
、
三
位
一
体
論

を
説
明
す
る
時
に
、
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
に
言
及
し
、
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
と
共
に
家
族
的
三
位
一
体
論
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ

る
。聖

霊
の
母
と
し
て
の
役
目
は
ド
イ
ツ
の
敬
虔
主
義
運
動
と
、
敬
虔
主
義
神
学
の
父
で
あ
る
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
（N

. G
. Zinzendorf

）

に
よ
っ
て
も
力
強
く
説
教
に
反
映
さ
れ
た
。
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。「
我
々
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
は

我
々
の
真
の
父
で
あ
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
霊
は
我
々
の
真
の
母
で
あ
る
。
そ
し
て
生
き
て
お
ら
れ
る
神
の
子
、
彼
の
独
り
子
は
我
々

の
真
の
兄
弟
で
あ
る
）
20
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
よ
う
な
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
三
位
一
体
論
に
つ
い
て
相
当
肯
定
し
て
い
る
）
21
（

。

し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
が
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
を
受
容
し
、
こ
れ
を
主
張
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ら
に
細
か
な
研

究
を
要
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
モ
ル
ト
マ
ン
自
身
の
言
葉
に
お
け
る
不
一
致
が
表
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は

神
に
父
性
的
側
面
と
母
性
的
側
面
が
共
存
し
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し
て
少
し
も
疑
わ
ず
、
む
し
ろ
そ
れ
を
強
調
し
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン

に
と
っ
て
神
を
男
性
で
あ
る
父
と
し
て
の
み
表
現
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
父
権
制
は
多
く
の
場
合
、
男
性
で
あ
る
父
な
る
神
に
対
す
る
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認
識
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
神
の
本
性
に
女
性
﹇
と
い
う
﹈
性
が
な
い
の
は
、
女
性
を
男
性
に
比
べ
て
劣
等
な
存
在
と
す
る
可
能
性
と
結
び

つ
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
女
性
神
学
者
た
ち
は
父
な
る
神
を
母
な
る
神
と
言
い
表
し
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
我
々
の
姉
妹
と
表

現
す
る
。
父
な
る
神
を
母
な
る
神
と
表
現
す
る
の
は
、
父
な
る
神
を
両
性
的
存
在
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
性
を
超
え
る
存
在
と
し
て
認
識
し

よ
う
と
す
る
意
志
の
表
れ
で
あ
る
。

父
な
る
神
を
母
な
る
神
と
表
現
し
よ
う
と
す
る
女
性
神
学
者
た
ち
の
志
に
対
し
て
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
、「
母
の
よ
う
な
父
と
、
彼
の
慈
悲

の
力
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
か
な
り
肯
定
し
て
い
る
。「
神
の
慈
悲
は
母
な
る
姿
に
お
い
て
も
説
明
で
き
る
（
イ
ザ
ヤ 

六
六
・
一
三
）。

主
な
る
神
は
父
の
よ
う
に
、
そ
し
て
母
の
よ
う
に
行
動
し
）
22
（

」、
さ
ら
に
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
な
重
要
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。「
子
を

出
産
し
誕
生
さ
せ
る
父
は
決
し
て
男
性
的
な
父
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
母
の
よ
う
な
父
で
あ
る
。
彼
は
男
性
的
に
男
と
理
解
さ
れ
う
る
の
で

は
な
く
、
両
性
的
に
、
あ
る
い
は
、
性
を
超
え
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
彼
は
唯
一
産
ま
れ
た
彼
の
子
の
父
性
的
な
父
で
あ
り
、
同

時
に
唯
一
産
ま
れ
た
彼
の
子
の
母
性
的
な
父
に
も
な
る
）
23
（

。
こ
の
観
点
で
モ
ル
ト
マ
ン
は
、「
子
が
無
か
ら
、
あ
る
い
は
、
あ
る
実
体
か
ら
創

造
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
父
の
母
体
か
ら
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
の
存
在
か
ら
出
産
さ
れ
誕
生
し
た
と
い
う
事
実
を
我
々
は
信
じ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
ト
レ
ド
公
議
会
（
六
七
五
年
）
の
表
現
を
と
て
も
肯
定
的
に
用
い
て
い
る
）
24
（

。

上
述
の
文
章
に
お
い
て
モ
ル
ト
マ
ン
は
「
母
の
よ
う
な
父
」
と
い
う
表
現
で
、
父
な
る
神
の
一
方
的
な
男
性
像
に
制
動
を
か
け
、
父
な
る

神
に
対
す
る
両
性
的
な
陳
述
の
可
能
性
が
妥
当
か
つ
有
益
だ
と
い
う
見
方
を
表
し
た
と
思
わ
れ
る
。
続
い
て
モ
ル
ト
マ
ン
は
そ
の
有
益
性
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。「
こ
の
両
性
的
な
陳
述
は
父
権
的
一
神
論
に
対
す
る
拒
否
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
帰
結
に
至
る
。
天
の

父
の
一
神
論
は
父
系
社
会
の
宗
教
で
あ
っ
て
、
今
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
限
り
母
の
地
の
汎
神
論
は
以
前
の
母
系
社
会
の
宗
教
で

あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
論
は
母
の
よ
う
な
父
と
、
神
の
身
ご
も
る
慈
悲
に
つ
い
て
の
陳
述
と
し
て
、

神
理
解
に
お
け
る
一
般
的
男
性
的
比
喩
の
言
葉
を
克
服
す
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
）
25
（

」。
こ
の
文
章
で
モ
ル
ト
マ
ン
の
強
調
点
は
、
父
な
る

神
が
母
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
両
性
的
な
陳
述
の
可
能
な
父
で
あ
り
、
こ
の
父
は
父
権
制
的
宗
教
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
モ
ル
ト
マ
ン
の
父
権
制
的
宗
教
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
、
性
の
差
別
の
克
服
の
た
め
に
父
な
る
神
に
対
し
て
両
性
的

陳
述
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
る
。
問
題
は
、
父
な
る
神
に
両
性
的
陳
述
を
す
る
時
に
、
聖
霊
な
る
神
の
母
と

し
て
の
役
目
が
無
意
味
に
な
る
可
能
性
が
残
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
神
を
一
神
論
的
に
理
解
し
て
御
父
な
る
神
ひ
と
り
の
み
と
仮
定
す
る
時

に
、
御
父
な
る
神
が
父
で
も
あ
り
母
で
も
あ
る
か
、
あ
る
い
は
、
御
父
な
る
神
が
性
を
超
え
る
お
方
で
あ
る
場
合
に
、
女
性
神
学
者
た
ち
の

主
張
す
る
観
点
に
対
し
て
神
論
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
し
か
し
三
位
一
体
神
学
的
に
見
て
、
御
父
な
る
神
に
相
応
す
る
聖
霊
な
る
神
の
母
と

し
て
の
役
目
を
仮
定
す
る
時
に
、
わ
ざ
わ
ざ
御
父
な
る
神
の
母
性
と
い
う
性
を
強
調
す
る
必
要
が
な
い
。
む
し
ろ
男
と
女
で
創
造
さ
れ
た
世

界
は
御
父
な
る
神
の
父
な
る
こ
と
と
、
聖
霊
な
る
神
の
父
の
母
な
る
こ
と
と
相
応
で
き
、
三
位
一
体
神
学
が
強
調
す
る
御
父
と
聖
霊
の
同
格

性
は
男
と
女
の
同
格
性
と
よ
く
調
和
で
き
る
。

で
は
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
我
々
が
聖
霊
の
母
と
し
て
の

役
目
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
る
前
に
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
が
「
母
の
よ
う
な
父
と
彼
の
慈
悲
の
力
」
と
い
う
文
章
で

御
父
を
「
両
性
的
に
、
あ
る
い
は
、
性
を
超
え
る
」
存
在
と
言
及
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
「
両
性
的
に
、
あ
る
い
は
、
性
を
超
え
る
」
存
在

に
つ
い
て
後
の
文
章
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
イ
エ
ス
像
に
つ
い
て
の
モ
ル
ト
マ
ン
の
見
方
を
見
よ
う
。「
一
九
世

紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
自
由
主
義
的
思
想
の
イ
エ
ス
像
も
救
済
者
の
無
罪
性
の
背
後
に
常
に
男
性
的
属
性
と
女
性
的
属
性
の
調
和
の
あ
る

統
一
、
す
な
わ
ち
、
ア
ニ
ム
ス
（anim

us

）
と
ア
ニ
マ
（anim

a
）
と
の
一
致
を
見
た
。
し
か
し
両
性
的
人
格
性
は
性
の
問
題
を
解
決
で
き

る
の
か
。
こ
れ
は
全
て
が
自
ら
完
全
な
も
の
と
し
て
、
誰
も
他
の
ど
う
い
う
も
の
も
必
要
と
し
な
い
と
い
う
ふ
う
に
、
こ
の
問
題
を
個
人
主

義
的
に
解
決
す
る
の
で
は
な
い
か
。
キ
リ
ス
ト
者
と
な
っ
た
人
間
は
キ
リ
ス
ト
に
似
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
に
両
性
的
な
人
間
に
な
ろ
う

か
。
否
、
女
性
な
る
こ
と
と
、
男
性
な
る
こ
と
は
、
分
け
て
生
か
す
霊
の
特
別
で
多
様
な
賜
物
で
は
な
い
か
）
26
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
は
前
記
箇
所

の
載
っ
て
い
る
『
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
』
の
序
文
で
、
イ
エ
ス
像
に
お
け
る
男
性
と
女
性
と
い
う
両
性
的
人
格
性
を
探
る
一
九
世
紀
自
由

主
義
思
想
に
明
ら
か
に
反
対
し
て
い
る
。
こ
れ
は
論
理
的
に
父
な
る
神
か
ら
両
性
を
探
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
も
両
性
を
探
っ
て
い
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る
今
日
の
？
女
性
神
学
的
流
れ
へ
の
反
対
の
表
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
は
神
か
ら
性
を
超
え
る
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
（P. T

illich

）
な
ど
の
「
存

在
と
根
源
」
あ
る
い
は
「
存
在
そ
の
も
の
」
と
い
う
思
考
も
拒
否
す
る
表
現
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
性
の
廃
棄
や
合
一
、
あ
る
い

は
、
性
の
超
越
が
問
題
に
対
す
る
答
え
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
「
三
位
一
体
の
す
べ
て
の
位
格
に
お
い
て
女
性
的
側
面
）
27
（

」
を
探
ろ
う
と

し
た
女
性
神
学
に
対
し
て
肯
定
を
表
し
て
い
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
に
お
い
て
男
性
的
側
面
と
女
性
的
側
面
を
見
つ
け
よ
う
と

努
力
す
る
よ
り
、
女
性
的
側
面
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
の
が
正
し
い
道
で
あ
る
。「
聖
霊
と
関
連
し
て
言
え
ば
、
我
々
は
単
に
元
来
の
ヤ
ハ

ウ
ェ
の
ル
ー
ア
ハ
に
戻
っ
て
そ
の
女
性
的
側
面
を
見
つ
け
る
。
ニ
カ
イ
ア
信
仰
告
白
が
聖
霊
を
支
配
す
る
者
と
生
か
す
者
（dom

inum
 et 

vivificantem

）
と
呼
ぶ
時
、
こ
れ
は
解
放
さ
せ
る
主
と
生
か
す
母
を
意
味
す
る
）
28
（

」。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
一
方
で
は
両
性
的

陳
述
に
対
し
て
肯
定
を
表
し
、
他
方
で
は
両
性
的
陳
述
に
対
し
て
否
定
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
矛
盾
で
は
な
い
か
。

無
論
相
互
矛
盾
で
あ
る
。
父
な
る
神
に
両
性
的
特
徴
を
付
与
し
、
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
モ
ル

ト
マ
ン
は
こ
の
矛
盾
を
克
服
す
る
た
め
に
『
三
位
一
体
と
神
の
歴
史
』
の
序
文
で
、「
慈
悲
の
父
は
母
性
的
な
父
で
あ
る（29
（

」
と
い
う
言
葉
を

も
っ
て
そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
表
現
の
意
図
は
、
御
父
な
る
神
は
父
で
あ
る
が
、
母
の
よ
う
な
慈
悲
を
携
え
て
い
る
父

だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
御
父
に
は
男
性
性
を
、
聖
霊
の
父
に
は
女
性
性
を
与
え
、
性
の
区
分
は
明
確
に
す
る
が
、
父
は
恐
怖

の
対
象
で
は
な
く
慈
悲
の
神
で
あ
り
、
母
の
よ
う
な
慈
愛
を
携
え
た
慈
悲
の
神
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
は
結
果
的
に
「
母
の
よ

う
な
父
と
、
彼
の
慈
悲
の
力
」
と
い
う
文
章
で
述
べ
た
両
性
的
な
母
の
よ
う
な
父
を
、
読
者
た
ち
が
そ
の
矛
盾
と
差
異
を
あ
ま
り
感
じ
と
れ

な
い
よ
う
に
、
部
分
的
に
そ
の
意
味
を
修
正
し
て
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
今
ま
で
モ
ル
ト
マ
ン
が
彼
の
三
位
一
体
論
で
母
性
﹇
と
い
う
﹈
性
と
女
性
﹇
と
い
う
﹈
性
を
御
父
な
る
神
に
適
用
し
て
い
る
か
、

あ
る
い
は
聖
霊
な
る
神
に
適
用
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
を
扱
っ
た
。
一
見
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
両
方
に
適
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、

モ
ル
ト
マ
ン
は
彼
の
三
位
一
体
論
を
発
展
さ
せ
漸
進
的
に
、
母
性
﹇
と
い
う
﹈
性
と
女
性
﹇
と
い
う
﹈
性
を
聖
霊
な
る
神
に
適
用
し
、
御
父

な
る
神
が
父
で
あ
っ
て
怖
い
神
で
な
く
母
の
よ
う
な
慈
愛
を
携
え
て
い
る
慈
悲
の
神
と
見
て
い
る
、
と
ま
と
め
ら
れ
る
。
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で
は
モ
ル
ト
マ
ン
は
本
当
に
聖
霊
な
る
神
に
女
性
﹇
と
い
う
﹈
性
と
母
と
し
て
の
役
目
を
与
え
て
い
る
の
か
。
今
ま
で
我
々
は
そ
う
だ
と

言
っ
て
、
具
体
的
に
モ
ル
ト
マ
ン
の
文
章
か
ら
検
証
し
て
い
な
か
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
を
意
味
す
る
単
語
が
ラ
テ
ン
語
や
ド

イ
ツ
語
で
は
男
性
名
詞
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
来
の
性
を
誤
っ
て
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
に
出
て
く
る
聖
霊
を
指
す
ヤ
ハ
ウ
ェ

の
ル
ー
ア
ハ
は
女
性
で
あ
り
女
性
名
詞
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
聖
霊
の
交
わ
り
に
お
い
て
支
配
や
従
属

の
秩
序
の
な
い
人
間
の
交
わ
り
、
愛
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
た
男
と
女
と
の
交
わ
り
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
交
わ
り
を
以
前
よ
り
深
く
理

解
す
る
た
め
に
は
、
古
く
な
っ
て
い
る
が
時
に
は
抑
圧
さ
れ
、
度
々
忘
れ
ら
れ
た
聖
霊
論
的
思
想
、
す
な
わ
ち
、
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目

を
再
び
受
け
入
れ
る
こ
と
が
有
益
で
あ
ろ
う
）
30
（

」。
聖
霊
の
「
母
﹇
と
し
て
の
﹈
像
は
他
の
像
よ
り
さ
ら
に
明
確
に
聖
霊
の
人
格
性
を
把
握
で

き
る
よ
う
に
す
る
）
31
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
の
聖
霊
の
女
性
﹇
と
し
て
の
﹈
性
と
母
と
し
て
の
役
目
の
た
め
に
次
の
よ
う
な
多
く
の
伝
統
を
挙
げ
て

い
る
。「
シ
リ
ア
と
、
い
わ
ば
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
共
同
体
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
統
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
彼
の
存
在
と
活
動
に
お
い
て
神
の
女
性

的
秘
密
を
持
っ
て
い
る
。
外
典
で
あ
る
へ
ブ
ル
人
福
音
書
で
は
イ
エ
ス
を
聖
霊
の
子
と
呼
ん
で
お
り
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
ル
ー
ア
ハ
は
『
私
の
子

よ
、
私
は
す
べ
て
の
預
言
者
た
ち
か
ら
あ
な
た
が
来
る
こ
と
を
、
そ
し
て
私
が
あ
な
た
に
お
い
て
安
息
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
』
と
言

う
。
ト
マ
ス
福
音
書
で
は
さ
ら
に
正
確
に
言
え
ば
『
聖
な
る
女
性
の
霊
』
を
『
創
造
の
母
』
と
『
我
々
と
共
に
苦
し
め
ら
れ
る
母
』
と
呼
ん

で
い
る
。
シ
リ
ア
の
教
父
た
ち
は
聖
霊
を
二
つ
の
理
由
で
『
我
々
の
母
』
と
呼
ん
で
い
る
。
第
一
は
母
が
子
供
を
慰
め
る
よ
う
に
、
助
け
主

は
慰
め
る
。
第
二
は
信
者
が
聖
霊
か
ら
新
し
く
『
生
ま
れ
る
』。
実
に
聖
霊
が
初
め
て
生
ま
れ
た
子
イ
エ
ス
の
本
来
の
母
で
あ
る
よ
う
に
、

信
徒
た
ち
の
慈
悲
の
母
で
あ
る
）
32
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
へ
ブ
ル
人
の
伝
統
で
は
知
恵
や
ル
ー
ア
ハ
が
本
質
的
に
女
性
で
あ
る
こ
と
と
同

じ
よ
う
に
、
カ
バ
ラ
伝
統
に
よ
れ
ば
霊
は
「
神
性
の
内
で
の
女
性
的
原
理
」（fem

inine principle in the deity

）
で
あ
る
）
33
（

。
シ
リ
ア
の
教

父
マ
カ
リ
オ
ス
（M

akarios

）
は
「
聖
霊
は
我
々
の
母
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
、
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
想
起
さ
せ
る
）
34
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
に
は
父
性
的
本
性
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
相
応
す
る
母
性
的
本
性
が
あ
る
）
35
（

。
こ
の
母
性
的
本
性
は
聖
霊
と
深

く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
正
し
い
こ
と
で
有
益
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
こ
の
よ
う
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な
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
マ
リ
ア
（M

aria

）
を
天
の
母
と
見
な
す
こ
と
と
対
立
さ
せ
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
モ

ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
を
天
の
母
と
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
マ
リ
ア
を
天
の
母
と
呼
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
教
会
の

真
の
母
は
マ
リ
ア
で
は
な
く
、
聖
霊
で
あ
る
。
聖
霊
は
神
の
女
性
的
母
性
的
属
性
で
人
間
と
世
を
救
い
、
解
放
し
、
一
つ
に
連
合
さ
せ
る
。

（
2
）
聖
霊
の
母
と
し
て
の
役
目
と
聖
霊
の
発
出

聖
霊
が
父
か
ら
出
る
か
、
父
と
子
か
ら
出
る
か
と
い
う
問
題
は
、
一
〇
五
四
年
東
西
教
会
の
分
裂
に
繋
が
っ
た
有
名
な
論
争
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
モ
ル
ト
マ
ン
の
答
え
は
フ
ィ
リ
オ
ク
エ
（Filioque

）
に
言
及
し
た
西
方
教
会
の
間
違
い
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

西
方
教
会
が
「
子
か
ら
」
を
付
け
加
え
た
こ
と
は
三
八
一
年
ニ
カ
イ
ア
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
の
元
来
の
形
態
に
合
わ
な
い
だ

け
で
は
な
く
、
三
位
一
体
論
の
発
展
を
大
き
く
阻
害
し
た
誤
り
だ
と
モ
ル
ト
マ
ン
は
見
て
い
る
）
36
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
も
っ
ぱ
ら
父
か
ら
出
る
。
聖
霊
が
子
か
ら
出
る
な
ら
ば
聖
霊
は
子
に
従
属
す
る
可
能
性
が
高
く
、
事
実
、

西
方
の
三
位
一
体
論
に
よ
れ
ば
聖
霊
が
子
に
従
属
す
る
傾
向
が
と
て
も
高
い
。
聖
霊
が
子
に
従
属
し
聖
霊
が
子
か
ら
出
る
な
ら
ば
、
聖
霊
の

母
と
し
て
の
役
目
は
根
本
的
に
不
可
能
と
な
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
御
父
を
第
一
位
と
、
御
子
を
第
二
位
と
、
聖
霊
を
第
三
位
と
呼
ん
で
こ

の
よ
う
な
順
序
を
作
っ
た
こ
と
も
西
欧
の
三
位
一
体
神
学
の
問
題
点
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
な
ぜ
聖
霊
は
神
の
第
三
番
目
の
位
格
で
あ
る

べ
き
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
神
学
的
・
聖
書
的
根
拠
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
従
え
ば
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
聖
霊
は
御
父
か
ら
出
た
だ

け
で
、
聖
霊
の
発
出
は
御
父
と
御
子
か
ら
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
モ
ル
ト
マ
ン
は
聖
霊
が
御
父
か
ら
出
た
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
教
父
た
ち
と
東
方
正
教
会
の
教
え
を
無
批
判
的
に
受
け
入
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
質
問
が
ボ
ウ
カ
ム
（R

. B
auckham

）
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
。
ボ
ウ
カ
ム
は
ギ
リ
シ
ャ
教
父
た
ち
と
東

方
正
教
会
の
、
聖
霊
が
御
父
か
ら
出
た
と
い
う
根
拠
の
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
一
五
章
二
六
節
の
テ
キ
ス
ト
は
今
日
の
聖
書
学
で
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見
る
な
ら
ば
、
三
位
の
神
の
始
ま
り
と
関
連
の
あ
る
内
在
的
三
位
一
体
の
関
係
性
に
触
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
経
綸
的
三
位
一
体
の
歴
史

と
関
連
し
た
意
味
に
お
い
て
御
父
が
聖
霊
を
遣
わ
し
た
と
い
う
意
味
だ
け
な
の
で
、
三
位
の
神
の
始
ま
り
と
結
び
つ
い
た
聖
霊
の
発
出
を
意

味
す
る
根
拠
と
し
て
は
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
見
解
を
表
し
て
い
る
）
37
（

。

ボ
ウ
カ
ム
に
よ
れ
ば
「
明
ら
か
に
モ
ル
ト
マ
ン
は
こ
の
問
題
で
あ
ま
り
に
も
伝
統
を
重
ん
じ
て
伝
統
に
沈
ん
だ
犠
牲
者
と
な
っ
て
い
る
）
38
（

」。

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
御
父
な
る
神
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
君
主
的
三
位
一
体
論
を
拒
否
し
、
御
父
と
御
子
と
聖
霊
が
愛
の
コ
イ
ノ

ニ
ア
を
通
し
て
形
成
す
る
社
会
的
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
こ
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
三
位
一
体
の
経
綸
的
な
生
だ
け
に
当
て

は
ま
る
の
か
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
に
よ
れ
ば
内
在
的
三
位
一
体
と
経
綸
的
三
位
一
体
の
間
に
は
差
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
内
在

的
三
位
一
体
が
経
綸
的
三
位
一
体
で
あ
る
と
い
う
神
学
的
眼
目
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
神
学
的
眼
目
は
正
し
い
。
し
か
し
内
在
的
三
位
一
体

と
経
綸
的
三
位
一
体
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
三
位
一
体
の
生
の
始
ま
り
に
お
い
て
、
聖
霊
が
御
父
か
ら
出
て
、
御
子
は
御
父
か
ら
出
生

し
た
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
の
君
主
的
三
位
一
体
が
作
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
東
方
正
教
会
と
ギ
リ
シ
ャ
教
父
た
ち
が
教
え
た
聖
霊
が
御

父
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
再
検
討
の
必
要
性
の
な
い
絶
対
的
真
理
で
あ
ろ
う
か
。

五
、
三
位
一
体
神
と
世
界

モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
、
そ
れ
自
体
で
三
位
一
体
神
学
の
歴
史
に
大
き
な
分
か
れ
道
を
作
っ
た
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い

る
が
、
さ
ら
に
実
践
的
領
域
に
お
い
て
も
影
響
力
が
大
き
い
。
神
を
三
位
一
体
の
神
と
認
識
し
、
特
に
そ
の
三
位
一
体
を
社
会
的
三
位
一
体

と
認
識
し
た
時
に
、
そ
の
結
果
派
生
す
る
神
学
的
影
響
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
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（
1
）
社
会
的
三
位
一
体
論
と
三
位
一
体
論
的
人
間
論

ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（G

regory of N
azianz

）
は
三
位
一
体
の
神
の
地
上
の
姿
の
類
比
と
し
て
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
と
セ
ツ

と
い
う
一
つ
の
核
家
族
に
言
及
し
た
。
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
、
ア
ダ
ム
と
エ
バ
と
セ
ツ
と
い
う
一
つ
の
核
家
族
は
無

論
三
位
一
体
の
神
と
質
的
に
違
う
が
、
地
上
で
は
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
最
も
近
い
三
位
一
体
の
神
の
類
比
と
考
え
て
い
る
。
ナ
ジ
ア

ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
三
位
一
体
の
神
を
社
会
的
三
位
一
体
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
神
の
社
会
的
三
位
一
体
の
地
上
の
姿
が
ア
ダ
ム

と
エ
バ
と
セ
ツ
と
い
う
一
つ
の
核
家
族
の
関
わ
っ
て
い
る
愛
と
交
わ
り
と
親
交
と
見
た
の
で
あ
る
。

ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
東
方
教
会
の
三
位
一
体
論
は
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
社
会
的
三
位
一
体
論
で
あ
っ

た
。
し
か
し
こ
の
社
会
的
三
位
一
体
に
強
く
反
対
し
た
人
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
（A

ugustinus

）
で
あ
っ
た
）
39
（

。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
男

の
み
が
神
の
姿
と
見
て
、
神
の
姿
が
性
的
関
係
と
結
ば
れ
る
こ
と
を
断
固
反
対
し
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
夫
が
神
の
栄
光
で
あ

り
姿
で
あ
り
、
女
は
男
か
ら
一
段
階
劣
っ
て
い
る
意
味
で
の
夫
の
栄
光
だ
け
で
あ
る
。
女
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
神
の
姿
と
な
ら
ず
、
も
っ

ぱ
ら
夫
と
共
に
す
る
時
の
み
、
神
の
姿
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
女
は
男
の
助
け
手
と
し
て
創
造
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
）
40
（

。

神
の
姿
に
お
い
て
女
を
除
外
し
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
男
か
ら
肉
体
を
除
外
し
た
霊
魂
の
み
が
神
の
姿
だ
と
主
張

し
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
人
間
の
霊
的
特
性
が
神
の
姿
で
あ
る
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
霊
魂
の
み
が
神
と
交
わ
り
、

こ
の
霊
魂
が
肉
体
の
主
人
で
あ
る
た
め
、
霊
魂
の
み
が
地
上
で
の
神
の
姿
と
な
る
。
神
は
統
治
者
で
、
世
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
、
肉
体

を
統
治
す
る
霊
魂
が
神
の
姿
で
あ
り
、
女
を
治
め
る
男
が
神
の
姿
で
あ
る
）
41
（

。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
神
の
姿
に
対
す
る
理
解
は
聖
書
の
神
の
姿
に
対
す
る
致
命
的
な
誤
解
で
あ

る
。
創
世
記
一
章
二
六
―
二
八
節
に
よ
れ
ば
神
は
我
々
に
か
た
ど
り
、
我
々
に
似
せ
て
、
人
を
造
ろ
う
、
と
し
て
男
と
女
を
創
造
し
た
。
す
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な
わ
ち
、
地
上
で
の
神
の
姿
は
男
と
女
の
性
的
差
異
と
関
係
性
に
お
い
て
存
在
す
る
。「
祭
司
文
書
の
創
造
物
語
が
男
と
女
の
創
造
に
対
す

る
地
上
で
の
神
の
姿
の
創
造
で
あ
る
な
ら
ば
、
男
と
女
の
間
の
根
源
的
違
い
と
共
同
体
的
特
性
は
根
本
的
に
神
の
姿
と
い
う
観
点
で
理
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
）
42
（

」。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
女
な
し
の
孤
独
な
男
が
神
の
姿
で
は
な
い
。
ま
た
隣
人
の
な
い
孤
独
な
人
間
も
神
の
姿
で
は
な

い
。「
神
に
相
応
す
る
も
の
、
神
の
永
遠
の
存
在
に
参
与
す
る
の
は
孤
独
な
個
人
や
性
的
関
係
の
排
除
さ
れ
た
霊
魂
で
は
な
い
。
人
間
相
互

間
の
交
わ
り
が
神
に
相
応
す
る
生
で
あ
り
、
神
の
永
遠
の
存
在
と
関
わ
る
生
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
我
々
は
こ
こ
で
必
然
的
に
東
方
教
会
の

教
父
た
ち
か
ら
見
出
さ
れ
る
社
会
的
な
神
の
姿
に
関
す
る
議
論
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
）
43
（

」。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
神
の
姿
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
肉
体
を
外
す
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
霊
魂
と
肉
体
と
で
構

成
さ
れ
て
い
る
人
間
が
神
の
姿
だ
か
ら
で
あ
り
、
パ
ウ
ロ
に
よ
れ
ば
肉
体
が
聖
霊
の
内
住
す
る
宮
だ
か
ら
で
あ
る
）
44
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
は
、
ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
精
神
を
継
承
し
て
霊
魂
が
神
の
姿
の
場
と
主
張
し
た
カ
ル
ヴ
ァ
ン
（C

alvin

）
を
批
判
し
、
宗
教
改
革
時
代
に
神
の
姿
に

つ
い
て
の
論
争
で
肉
体
が
神
の
姿
の
一
部
だ
と
主
張
し
た
オ
ジ
ア
ン
ダ
ー
（A

ndreas O
siander

）
の
主
張
を
肯
定
し
た
）
45
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に

よ
れ
ば
見
え
な
い
神
の
姿
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
は
肉
か
ら
来
ら
れ
た
人
間
で
あ
っ
た
。
男
が
女
を
支
配
し
、
霊
魂
が
肉
体
を
支
配
す
る
こ
と
が

三
位
一
体
の
神
の
地
上
の
姿
で
は
な
く
、
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
男
と
女
に
創
造
さ
れ
た
人
間
が
神
の
姿
で
あ
り
、
こ
の
人
間
相
互
間
の
深

い
愛
の
交
わ
り
が
神
の
姿
で
あ
る
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
は
ア
ダ
ム
、
エ
バ
、
セ
ツ
と
繋
が
る
一
つ
の
核
家
族
を
神
の
姿
と
見
た
ナ
ジ
ア
ン

ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
見
方
に
対
し
て
は
完
全
に
同
意
し
て
は
い
な
い
）
46
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
は
ナ
ジ
ア
ン
ゾ
ス
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
三
位
一
体

の
神
の
姿
を
孤
独
な
個
人
と
理
解
せ
ず
、
交
わ
り
と
理
解
し
た
こ
と
に
つ
い
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
一
つ

の
核
家
族
を
神
の
姿
と
見
る
と
い
う
こ
と
は
範
囲
の
狭
い
思
考
で
あ
る
。
む
し
ろ
神
の
姿
は
幅
広
い
意
味
で
男
と
女
と
の
交
わ
り
に
お
い

て
、
ま
た
両
親
と
子
供
と
い
う
世
代
間
の
交
わ
り
に
お
い
て
存
在
す
る
。
男
と
女
は
空
間
に
お
け
る
共
同
体
的
特
性
を
持
ち
、
両
親
と
子
供

は
時
間
に
お
け
る
共
同
体
的
特
性
を
持
つ
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
真
の
神
の
姿
は
「
男
と
女
の
間
の
、
そ
し
て
世
代
間
の
交
わ
り
」
で
あ

る
）
47
（

。
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（
2
）
イ
エ
ス
の
ア
ッ
パ
（Abba

）
啓
示
と
父
権
制
的
で
な
い
父

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
に
お
い
て
父
な
る
神
は
彼
の
子
の
十
字
架
の
死
を
楽
し
む
残
忍
な
父
で
は
な
か
っ
た
。

子
の
死
が
父
を
満
足
さ
せ
た
と
い
う
ア
ン
セ
ル
ム
ス
（A

nselm

）
の
満
足
説
は
十
字
架
の
出
来
事
を
完
全
に
説
明
し
た
理
論
で
は
な
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
父
は
子
に
お
い
て
、
子
と
共
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
十
字
架
は
父
の
心
の
奥
底
に
あ
り
、
子
は
父
の
心
の
奥

底
で
叫
び
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
。
十
字
架
は
子
の
苦
難
で
あ
り
か
つ
父
の
苦
難
で
あ
っ
た
。
十
字
架
は
父
な
る
神
が
ど
れ
ほ
ど
慈
悲
の
神

で
あ
る
か
を
明
確
に
啓
示
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
父
な
る
神
は
天
上
の
暴
君
で
も
天
上
の
冷
た
い
支
配
者
や
裁
判
官
で
も
な
く
、
極
め
て

慈
悲
深
い
父
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の
ア
ッ
パ
（A

bba

）
啓
示
は
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
極
め
て
慈
悲
深
い
父
の
啓
示
で
あ
っ
た
。「
ア
ッ
パ
、
愛
す
る
父
」

は
イ
エ
ス
に
お
け
る
神
の
国
の
啓
示
の
中
心
で
あ
り
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
が
ど
ん
な
お
方
か
を
明
ら
か
に
示
し
た
決
定
的
表
現
で

あ
っ
た
）
48
（

。
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
は
天
上
の
独
裁
者
や
ゼ
ウ
ス
の
よ
う
な
神
、
厳
し
い
裁
判
官
と
は
何
も
関
係
が
な
い
。
罪

人
を
罰
し
、
怒
り
を
振
る
舞
い
、
世
を
自
分
勝
手
に
振
り
回
す
神
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
か
ら
は
る
か
に
遠
い
。
私
た
ち
の
主
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
は
人
間
と
こ
の
世
を
生
か
す
た
め
に
死
ぬ
苦
し
み
を
受
け
た
極
め
て
慈
悲
深
い
神
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
女
性
神
学
者
た
ち
の
父
権
制
的
父
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
す
る
批
判
と
挑
戦
は
か
な
り
妥
当
な
部
分
も
あ
る
。
多
く
の

女
性
た
ち
が
、「
私
は
神
を
父
と
呼
べ
な
い
」
あ
る
い
は
「
私
は
私
た
ち
の
父
に
祈
れ
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ

れ
ば
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
父
な
る
神
に
対
し
て
伝
統
的
に
伝
わ
っ
て
き
た
誤
っ
た
神
の
イ
メ
ー
ジ
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
父
な
る
神
は

天
に
あ
る
権
威
の
神
で
は
な
く
、
極
め
て
慈
悲
深
い
私
た
ち
の
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
女
性
神
学
者
た
ち
が

父
な
る
神
を
母
な
る
神
と
呼
ぼ
う
と
す
る
心
を
十
分
理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
モ
ル
ト
マ
ン
は
神
を
母
と
称
す
る
こ
と
よ
り
、
イ
エ
ス
・
キ
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リ
ス
ト
の
父
の
真
の
姿
を
知
る
こ
と
が
解
決
の
道
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
父
は
慈
悲
と
愛
の
神
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。モ

ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
今
日
の
西
欧
社
会
の
大
き
な
危
機
の
一
つ
は
、
父
の
不
在
で
あ
る
。
伝
統
的
で
権
威
主
義
的
な
父
は
女
性
運
動
の

発
展
と
共
に
追
い
出
さ
れ
、
西
欧
社
会
の
家
庭
で
は
古
い
父
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
権
威
主
義
的
で
支
配
す
る
父
が
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
良
い
発
展
だ
と
見
る
に
し
て
も
、
子
供
た
ち
の
面
倒
を
見
、
責
任
を
担
う
真
の
父
が
家
庭
か
ら
去
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
は
家
庭
で
の
こ
の
父
の
不
在
を
三
位
一
体
神
学
か
ら
解
決
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
父
な

る
神
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
家
庭
で
の
父
の
不
在
の
問
題
を
解
決
す
る
道
だ
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
父
な
る
神
に
相
応

す
る
地
上
の
神
は
、
支
配
す
る
暴
力
的
父
で
は
な
く
、
慈
悲
と
愛
の
父
で
あ
る
。

（
3
）
社
会
的
三
位
一
体
論
と
三
位
一
体
的
共
同
体

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
「
三
位
一
体
は
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
」。「
三
位
一
体
は
社
会
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

は
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
友
人
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ェ
ー
ド
ロ
フ
（N

icolas Fedorov

）
が
ロ
シ
ア
皇
帝
の
独
裁
政
治
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン

（K
ropotkin

）
の
無
政
府
主
義
の
間
を
仲
裁
す
る
た
め
に
、
三
位
一
体
神
学
か
ら
第
三
の
道
を
求
め
た
こ
と
に
由
来
す
る
）
49
（

。
彼
は
、
一
人
独

裁
と
無
政
府
的
混
乱
の
間
に
お
け
る
三
位
一
体
的
共
同
体
が
真
の
人
間
的
社
会
の
模
範
と
見
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
君
主
的
唯
一

神
論
は
一
人
の
神
―
一
人
の
皇
帝
―
一
つ
の
国
家
と
繋
が
れ
る
一
人
の
皇
帝
の
君
主
的
統
治
の
根
源
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
教
会
の

政
治
体
制
に
お
け
る
一
人
の
神
―
一
人
の
キ
リ
ス
ト
―
一
人
の
監
督
―
一
人
の
教
皇
―
一
つ
の
教
会
と
繋
が
る
よ
う
な
、
一
人
の
教
皇
と
監

督
の
教
権
的
統
治
と
等
し
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
君
主
的
唯
一
神
論
は
一
人
の
皇
帝
の
君
主
的
統
治
と
、
一
人
の
教
皇
の
教
権
的
統
治

の
根
源
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
多
様
な
国
家
と
多
様
な
共
同
体
の
可
能
性
を
危
う
く
す
る
も
の
で
、
三
位
一
体
の
神
の
社
会
的
交
わ
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り
と
は
根
本
的
に
遠
い
。

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
三
位
一
体
神
学
に
基
づ
い
た
教
会
の
姿
は
兄
弟
姉
妹
の
自
発
的
交
わ
り
の
共
同
体
で
あ
る
。
こ
の
共
同
体
は
多
様

な
賜
物
を
持
つ
者
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
共
同
体
に
は
支
配
と
従
属
の
秩
序
の
な
い
相
互
の
愛
の
交
わ
り
が
基
礎
と
な
る
。
一
人
教
皇
と
一

人
監
督
と
司
祭
が
支
配
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
権
的
支
配
構
造
は
三
位
一
体
の
神
の
真
の
姿
を
投
影
し
た
共
同
体
で
は
な
い
。

三
位
一
体
の
神
の
真
の
姿
に
相
応
す
る
社
会
、
政
治
秩
序
は
君
国
主
義
で
も
独
裁
主
義
で
も
な
く
、
民
主
主
義
的
社
会
で
あ
る
。
そ
し
て

モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
独
裁
体
制
が
間
違
っ
た
よ
う
に
、
西
欧
社
会
に
広
が
っ
て
い
る
個
人
主
義
も
間
違
い
で
あ
る
。
個
人
主
義
は
交
わ

り
が
な
く
、
孤
独
な
人
間
を
作
る
こ
と
で
、
三
位
一
体
の
神
の
姿
が
真
に
投
影
さ
れ
て
い
る
秩
序
で
は
な
い
。
し
か
し
各
個
人
の
自
由
と

主
体
性
を
犠
牲
と
す
る
共
産
主
義
も
、
三
位
一
体
の
神
の
姿
に
相
応
す
る
体
制
で
は
な
い
。
御
父
、
御
子
、
聖
霊
な
る
神
は
自
分
の
独
自

性
を
維
持
し
つ
つ
、
互
い
の
間
に
深
く
浸
透
し
て
お
ら
れ
る
神
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
こ
の
三
位
一
体
の
神
の
交
わ
り
に
相
応

す
る
も
の
は
、「
個
人
の
人
格
と
主
体
性
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
主
義
（personaler Sozialism

us

）
あ
る
い
は
、「
社
会
主
義
的
個
人
主
義
」

（sozialistischer Personalism
us

）
で
あ
る
）
50
（

。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
一
神
論
と
西
欧
の
個
人
主
義
は
相
互
に
結
合
し
た
思
惟
構
造
で
あ

り
、
三
位
一
体
の
神
の
相
応
す
る
社
会
体
制
は
一
神
論
的
思
考
の
投
影
し
た
個
人
主
義
で
も
な
く
、
個
人
の
人
格
性
と
主
体
性
が
共
同
体
に

お
い
て
瓦
解
し
た
共
産
主
義
で
も
な
く
、
個
人
の
人
格
性
と
共
同
体
性
が
同
時
に
重
ん
じ
ら
れ
る
社
会
主
義
的
個
人
主
義
、
あ
る
い
は
、
個

人
の
自
律
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
主
義
で
あ
る
。

六
、
結
び

モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
は
社
会
的
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
を
、
御
父
と
御
子
と
聖
霊
が
相
互
に
深
い
愛
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の
ペ
リ
コ
レ
シ
ス
を
通
し
て
共
に
住
み
、
相
互
浸
透
し
住
み
つ
つ
一
つ
と
な
る
神
の
生
を
表
現
す
る
教
理
と
見
な
し
た
。
モ
ル
ト
マ
ン
に
よ

れ
ば
三
位
一
体
論
は
神
の
生
の
姿
を
最
も
表
現
し
て
い
る
立
派
な
教
理
で
あ
る
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
三
神
論
で
は
な
い
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
を
三
神
論
と
批
判
す
る
人
々
は
、
大
抵
一
神
論

の
異
端
か
人
神
論
的
思
想
に
染
ま
っ
て
い
る
。
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
が
今
日
の
我
々
に
三
神
論
的
傾
向
を
持
つ
も
の
と
見
え
る
理
由

は
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
を
経
て
発
展
し
た
西
方
教
会
の
三
位
一
体
論
が
、
神
は
一
つ
で
あ
る
と
い
う
大
前
提
を
持

つ
一
神
論
的
傾
向
の
三
位
一
体
論
で
あ
っ
て
、
我
々
が
こ
の
伝
統
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
東
西
教
会
が
共
に
告
白

し
世
界
教
会
の
最
も
重
要
な
正
統
信
条
で
あ
る
ニ
カ
イ
ア
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
（
三
八
一
年
）
が
一
神
論
と
対
立
し
て
い
る

信
条
だ
と
い
う
こ
と
を
我
々
は
記
憶
す
べ
き
で
あ
る
。
ニ
カ
イ
ア
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
の
光
を
照
ら
し
て
見
る
と
、
モ
ル
ト

マ
ン
の
言
う
三
位
一
体
論
は
正
統
性
の
立
証
を
受
け
ら
れ
る
が
、
テ
ル
ト
ゥ
リ
ア
ヌ
ス
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
三
位
一
体
論
は
深
刻
な
問

題
点
が
現
れ
る
で
あ
ろ
う
。

モ
ル
ト
マ
ン
の
社
会
的
三
位
一
体
論
は
ニ
カ
イ
ア
―
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
信
条
を
作
っ
た
東
方
教
会
の
三
位
一
体
論
の
正
統
神
学

者
た
ち
で
あ
る
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
の
教
父
た
ち
の
三
位
一
体
論
に
基
づ
い
て
お
り
、
聖
書
に
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
イ
エ
ス
・
キ
リ

ス
ト
の
働
き
に
そ
の
根
拠
を
持
っ
て
い
る
立
派
な
三
位
一
体
論
で
あ
る
。
三
位
一
体
論
を
人
間
社
会
の
多
方
面
に
適
用
す
る
具
体
的
問
題
は

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
モ
ル
ト
マ
ン
の
三
位
一
体
論
の
基
本
構
造
と
骨
組
み
は
正
し
く
形
づ
く
ら
れ
た

聖
書
的
か
つ
正
統
神
学
的
だ
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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